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Milan Design Week 2023 at HOSOO MILAN
“Shoji Fabrics” 

株式会社 細尾は、2023年4月18日（火）～ 4月23日（日）にイタリアで開催されるMilan Design 

Week 2023にて、オランダ人テキスタイルデザイナー、メイ・エンゲルギールとのコラボレーションによる

新作テキスタイル「Shoji Fabrics」シリーズを発表いたします。

　展示は、本年2月に新たにオープンしたHOSOO初の海外拠点となるショールーム「HOSOO MILAN」

にて開催し、新作「Shoji Fabrics」シリーズとして、「Diaphanous（ダイアファナス）」と「Essence（エッ

センス）」の2種から成る16バリエーションのコレクションを展開いたします。



今回パートナーとして共にコレクションを作り上げたのは、独特のテキスタイル哲学により世界的に注目を

集めるオランダ生まれの女性テキスタイルデザイナー、メイ・エンゲルギールです。エンゲルギールは洗

練された色彩センスと直感的なサンプリングセンスを持ち、ミニマムでそぎ落とされたデザインでありながら、

素材の質感を豊かに表現するテキスタイルを得意としてきました。

本年発表する新作テキスタイル、Shoji Fabricsは、日本の伝統家屋に見られる「障子」からインスピレ

ーションを受けたテキスタイルコレクションです。コレクションの中核となるテキスタイル「Diaphanous」は、

西陣織の伝統的な織り手法である「紗」の技術を応用し、独特の透明性を表現しています。紗とは主

に盛夏用のきものに用いられる西陣織特有の織手法で、緯糸を織り込む際に二本の経糸をからませ、

織地表面に透かし目をつくる技術です。そのため生地自体に透け感があり、軽やかでやわらかな風合い

に仕上がるのが特長です。Shoji Fabricsは、伝統技術を用いながらもHOSOOならではの現代的な解

釈によって透け感をコントロールし、セミトランスペアレントな生地を織り上げました。またもう一つの

「Essence」は、桂離宮などでも象徴的に用いられている石畳模様を表現しています。

　これらの伝統的な要素にエンゲルギールの色彩感覚が組み合わさり、古くから日本で愛されてきた障

子が新たにテキスタイルとして生まれ変わりました。

展示会場であるHOSOO MILANは、1688年にHOSOOが京都で創業した頃と時期を同じくする17

世紀に建造された歴史的建物の中にあります。その建造当時から受け継ぐ重厚な窓から光が差し込む

室内にShoji Fabricsをインストールし、美しい光と色彩に包み込まれるような空間を創り上げます。



Mae Engelgeer  メイ・エンゲルギール

高校時代からアムステルダム・ファッション・インスティテュ

ート、サンドバーグ・インスティテュートに至るまで、テキス

タイルデザインを中心に学ぶ。 2013 年に自身のスタジオ

を開設して以来、工芸に対し興味を抱き、テキスタイル

のプロダクションにおいて、あえて既存の制約を受け入れ

ながら実験することにより、過去の技術を現代的に昇華

させてきました。メイ・エンゲルギールの作品には、絶妙

なカラースキームやパターン、線形要素が含まれており、

それらの要素の複雑な構成は見事に融合、調和を生み

出します。素材と質感のコントラストを創造的に探求する

ことで、手触りなどにおいてラグジュアリーな作品が生まれ

ます。自身のコレクションの制作に加え、エンゲルギール

はプロダクトや家具のデザインに至るまで素材を探求し、

アートディレクション、大規模なインスタレーションやパブリ

ックアートワークといったプロジェクトを、世界的ブランドと

のコラボレーションにより展開しています。

www.mae-engelgeer.nl
Instagram: @maeengelgeer

HOSOO MILAN



会　　期　　　2023年4月18日（火）–2023年4月23日（日）
会　　場　　　東京都中央区八重洲二丁目2番1号　
　　　　　　　東京ミッドタウン八重洲1F 

開館時間　　　10 a.m.‒ 8 p.m.

アポイントメント　https://forms.gle/rAFubXMqLjKhXPyu5　
　　　　　　　milano@hosoo.co.jp

HOSOO MILAN for 
Milan Design Week 2023

HOSOO MILANは、HOSOOが生み出す唯一無二のアートテキス
タイルを、日本以外でも実際にご覧いただける場所として、2023年2

月にミラノの中でも特にクリエイターの創造性を掻き立てるブレラ地区
にオープンしました。HOSOOが1688年に京都で創業した頃と時期
を同じくする17世紀に建造された歴史的建物の中にあり、インテリア
デザインは、コペンハーゲンを拠点とするデザインスタジオ「OEO 

Studio」が手掛け、重厚な歴史に現代的な息吹を加えました。ショー
ルームでは、HOSOOの美意識と飽くなき探究心が生み出してきた
200種類に及ぶテキスタイルを実際に手に取りご覧いただけます。

『細尾』は元禄年間（1688年）、京都西陣において大寺院御用達の
織屋として創業しました。京都の先染め織物である西陣織は1200年
前より貴族をはじめ、武士階級、さらには裕福な町人達の圧倒的な
支持を受けて育まれてきました。『細尾』は今、「帯」や「きもの」といっ
た伝統的な西陣織の技術を継承しながら、革新的な技術とタイムレス
なデザイン感性を加えることによって、唯一無二のテキスタイルを生み
出し、国内外のラグジュアリーマーケットに向けて展開しています。
www.hosoo.co.jp　Instagram: @hosoo_o�cial

メディアお問い合わせ先：press@hosoo.co.jp（担当：加藤）

ABOUT HOSOO

https://forms.gle/rAFubXMqLjKhXPyu5

